
いしのまき
　内閣府では、地方公共団体によるＳＤＧｓ（持続可能な
開発目標）の達成に向けた取り組みの提案を公募し毎
年、「ＳＤＧｓ未来都市」および「自治体ＳＤＧｓモデル事
業」を選定している。2020年度ＳＤＧｓ未来都市等の
公募では、石巻市を含む全国の自治体から提案がなさ
れ、国の自治体推進評価・調査検討会の総合的な評
価等が行われた結果、石巻市など33都市が「ＳＤＧｓ
未来都市」に選定された。
　また、石巻市の取り組みは、ＳＤＧｓ未来都市の中で

も特に先導的であると評価され、「自治体ＳＤＧｓモデル
事業」に併せて選定された。　
　石巻市では、これまでＳＤＧｓの推進に賛同する企業
等を「いしのまきＳＤＧｓパートナー」として登録し連携す
ることで、ＳＤＧｓの普及啓発に取り組んできたが、今般
隣接する東松島市および女川町とともに「いしのまき圏
域ＳＤＧｓパートナー」制度を開始した。制度を圏域に
拡大したことでＳＤＧｓの理念の普及促進およびＳＤＧｓ
の達成に向けて、取り組みの一層の推進を図っている。

ＳＤＧｓ達成
に向けた
取り組み宣言

弊社の事業を通じたSDGsの活動は、地域の皆様と手を
取り合うことで、何十倍もの力になって安心して暮らせる
持続可能な豊かな社会づくりに貢献できると信じています。
弊社の経営理念の一つである「地域に愛される企業
に！」を守り、目標達成の実現に向けSDGsの取り組みの情
報発信をいたします。

ＳＤＧｓ未来都市

石巻市長  齋藤 正美

目指すゴール

ＳＤＧｓ達成
に向けた
取り組み宣言

山大は循環資源である木材を活かし「持続可能な開発目標
（SDGs）」の実現に貢献していくことを宣言いたします。
私たちは、Community with wood（木とともに）200年先

の笑顔のために、非住宅建築の木造化を推進し、地産地消
の認証木材使用による森林保護や高性能住宅によりCO2

排出量を抑制し、地球温暖化防止へ貢献してまいります。

ＳＤＧｓ達成
に向けた
取り組み宣言

　【経済の活性化】【社会への貢献】【地球温暖化やその他
災害への対応】【より良い職場づくり】を柱として12のゴー
ルを定め、社業の発展ならびに従業員の満足度を向上さ
せるとともに、持続可能な社会の実現を目指します。

目指すゴール

ＳＤＧｓ達成
に向けた
取り組み宣言

武山興業は「自然を愛し、未来の郷土づくりで地域に貢
献」を経営方針として事業活動を行っています。
今後も地域密着の建設業者として、SDGsの理念に沿った

地域社会づくりに貢献できるよう事業に取り組んでいます。

取り組み方針

目指すゴール

弊社は下記の3つを柱として活動しています。

経済活動 ●インターンシップ（OJT）受け入れ　●社会貢献（CSR）　●社員の資格
取得サポート　●リサイクル率の向上、排出ガス対策型重機機械の使用

環 境

環境保全
活動

●環境清掃事業（スマイルサポーター活動等）   ●再生可能エネルギー事
業（太陽光発電施設)  ●工事によるCO2排出の削減・脱炭素社会の目標  
●ペーパーレス化、省エネ（ ISO14001） 

社会活動
●働きやすい職場の確保（働き方改革・企業集団健康診断等)  ●人材
育成（各部会ミーティング、各種講習会へ参加）  ●ダイバーシティの推進
（ワークバランス等）  ●防災、減災への取り組み（BCP、災害協定）  ●品
質確保、安全の確保（ISO9001／ ISO14001）

ＳＤＧｓ達成
に向けた
取り組み宣言

SDGsの理念に共感し、企業行動・事業活動を通じて、目
標達成に向けた取り組みを行います。

目指すゴール

ＳＤＧｓ達成
に向けた
取り組み宣言

シントウグループ　ＳＤＧｓ宣言 
国連が提唱する「持続可能な開発目標」に賛同し、ＳＤＧｓの

達成に向け、下記の取り組みを実施していくことを宣言します。

ＳＤＧｓ達成
に向けた
取り組み宣言

弊社は「空から見える、いい仕事。」を経営理念として、事
業活動を通じて社会・経済・環境の問題解決に取り組み、
未来に向けて美しい環境と豊かな生活の実現を目指して
SDGs達成のために貢献していきます。

目指すゴール

ＳＤＧｓ達成
に向けた
取り組み宣言

スリーテックは土木事業を通じ「持続可能な開発目標（SDGs）」
の実現に貢献していくことを宣言いたします。
私たちは、港湾土木事業、潜水工事、宅地造成工事、 法面・

治山工事を行い、国の安全や環境補助を支援し、子どもたち
の未来を守っていける活動を心がけていきます。

目指すゴール

目指すゴール

代表取締役　阿部 勝

代表取締役　原  　清一

私たちは人と技術で環境を創造します

石巻市双葉町1番10号
TEL.0225（93）7553  FAX0225（95）5394

継続して長期的に取り組むことが重要
だと考え、身近で出来ることからスター
トしました。
目標を「3.すべての人に健康と福祉を」

「12.つくる責任つかう責任」の2つに設
定し、現在、ペットボトルキャップ・使用済
み切手の回収を行っています。
ペットボトルキャップの回収は、資源の
再利用化を促進するだけでなく、売却時
の収益が寄付されることで、世界の子供

たちを救うワクチンとなります。
また、使用済み切手は切手コレクター
の方々に販売され、その収益が発展途上
国の医療援助医師の派遣・医療器具・医
薬品の提供の資金として役立てられてい
ます。
ワクチンを接種すれば助かる命が1日

4,000人いると言われており、その命を
守っていくためには、医療体制を整える
必要があります。
子どもたちの希望溢れる未来のため
に、弊社は今後も取り組みを続けます。

１. 経済の活性化……………………………………………………………

　公共土木工事を中心とした事業展開および
雇用創出、地域連携軸強化促進協議会参画な
ど、弊社の目標や顧客のニーズを基にステー
クホルダーと適切に協働し、さらなる経済の
活性化を目指します。

2. 社会への貢献 ……………………………………………………………

　インターンシップの受け入れ、スマイルポー
トプログラムや自社独自の地域の美化活動、
安全パトロール等での地域の治安維持など、
安全で持続可能な街づくりを目指し地域社会
に貢献していきます。

3. 地球温暖化やその他災害への対応 …………

　海水無害化処理機器等の開発・設計・販売事
業への参画、緑化推進委員会への協賛、BCP（事
業継続計画）の策定および災害復旧支援、災害防
止協会活動、海難防止会活動など、災害から安全
を守るとともに地球温暖化への対応等を行い、
環境に配慮した街づくりに貢献していきます。

4. より良い職場づくり ………………………………………………

　新規資格・免許取得のための支援、ポジティ
ブ・アクション推進による「女性のチカラを生
かす企業」の認定、「受動喫煙防止宣言施設」
の登録、ICT導入など、従業員一人一人の活躍
を支援し、より良い環境で働ける職場づくりに
取り組んでいきます。

取り組み方針

持続可能な森林資源の活用を目指す………

① 弊社では、2020年度事業で国産杉原木
を30,000㎥使用し、製材しました。このこ
とは、17,000ｔのCO2を固定したこととな
り、人間一人当たりが年間に排出するCO2

に換算すると石巻市の人口の約40％に相
当する約5.3万人分となります。
　今後、弊社では2030年に向けて年間原

木使用量を増やし、石巻市の人口分に相当
するCO2を固定化することを目指します。

② 弊社は、裏山に杉の苗を植えたことか
ら始まっており、現在では800町歩の森林
を保有しております。
　その国産杉である宮城の伊達な杉を使
用するだけでなく、販売量に合わせて少
花粉スギの植樹事業に寄与しています。
　昨年度は800本の苗木を寄付させてい
ただき、毎年5％ＵＰを目指しています。

〒986-0028 宮城県石巻市松並1丁目4番地23
TEL.0225（98）3381   FAX.0225（98）3382
URL. three-tech.jp

代表取締役　佐藤  昌良

本　　社／宮城県石巻市恵み野三丁目1番地2
　　　　　TEL.0225（96）2222
仙台支店／仙台市青葉区国分町三丁目11番9
　　　　　TEL.022（797）4744
　　　　　URL https://maru-hon.co.jp/

具体的な取り組み………………………………………………………

すべての人に健康と福祉を
●健康経営を推進し、健康的な生活を確保  
●ペットボトルキャップ回収を通じて子供ワク
チンの確保と感染症予防支援活動に参加
働きがいも経済成長も
●建設技術者のキャリアアップの促進  
●作業を通じた地域への社会貢献
住み続けられるまちづくりを
●働き方改革の推進  
●地域自治体との防災協定
エネルギーをみんなにそしてクリーンに
●地球温暖化の原因の1つであるCO2を削減し
地球温暖化対策に貢献します

宮城県石巻市潮見町2番地の3
TEL.0225（93）1111　FAX.0225（93）1118

本社／〒986-0860 宮城県石巻市のぞみ野1丁目1-2
　　　TEL.0225（23）0181  FAX.0225（95）5821
　　　URL http://tsudakaiun.co.jp/

代表取締役社長  髙橋  暢介

宮城県石巻市小船越字二子北上111番地
TEL.0225（62）3760　FAX.0225（62）3794

http://www.takeyama-kogyo.com

代表取締役社長  武山  隼人

本社／石巻市大街道北3丁目3-13
TEL.0225（93）3148㈹  FAX.0225（96）8345

http://takara-tec.jp

代表取締役  菅原　修

代表取締役社長  津田  真栄美

事業活動として地域
の環境設備や省エネル
ギーのための再生可能
エネルギー事業への参
画を推進する中で、継続
的環境保全活動に貢献
していきます。

環境保全活動、社会貢
献活動、災害時の緊急
対応など、常に「地域の
安心、安全を守る」を使
命として幅広く地域活
動をしています。

社 会

働き方改革推進とし
てi-ConstructionやBIM/
CIMなどのICT内製化の
取り組みや、ダイバーシ
ティを意識した労働環境
改善をしながら貢献し
ていきます。

経 済

本 社／〒986-0854 
　　　　　　 石巻市大街道北三丁目7番27号
　　　　　　 ＴＥＬ.0225（96）6217
　　　　　　 FAX.0225（94）5621

代表取締役社長　新田　秀悦

シントウは元気な街をつくる会社です

シントウグループ
Shinto Group

新東総業株式会社

新東運輸株式会社

シントウエナジー株式会社

労働環境・雇用…………………………………………………

シントウグループでは健康経営優良法
人の認定を受け、健康診断の受診と二次
検診対象者の受診率100%を継続しつつ、検診時
の各種オプション検診受診を推進し、病気の予防・
早期発見につなげ、通院治療を行いやすい環境を
整え、病気の治療と仕事の両立を図っております。

環境対策 ………………………………………………

再生可能エネルギー事業の
普及を目指し、自家発電での電
力供給を向上させる取り組みを行います。
また、物流業界はCO2排出が多い業界のた
め、2004年よりグリーン経営認証を取得し、燃
費向上によるCO2の削減、排出ガスの抑制や

低公害車の導入などを行うとともに、事務所
照明のLED化、空調設定温度の管理、コピー用
紙の削減やエコ商品の購入推進と常に地球環
境を考えます。
社会・地域貢献………………………………

新東総業は「元気な街をつく
る」会社です。という理念の下、
住みよい街・幸せな暮らしので
きる街、住む街を元気に楽しく
住みやすい街をつくります。
さらに、スマイルサポーターとして道路の清
掃美化活動を継続的に実施します。
このほか、SDGsリース『みらい2030®』の契
約を通じて、NPO法人キッズドアへの支援を行
い、「すべての子供が夢や希望の持てる社会」
を目指し、小学生から高校生世代の貧困家庭
の子供たちへ学業支援などを行っております。

株式会社 宝栄建設

港湾土木・一般土木・運送事業

“子どもたちの夢と未来をつなぐ”

何をしたら良いのだろうと考え留まる
よりも、今できることからまずは始めよ
う！と石巻市でも推進のフードドライブや
リサイクリエーションの活動から始まっ
た弊社のSDGsの活動。
その後、女性の管理職や現場の仕事と
されてきた「予算管理」や「書類作成」等
への女性の活躍、健康経営優良法人の維
持、その他さまざまな“今できること”を

広げ、ホームページで弊社のSDGsの取り
組みの発信を行ってまいりました。
このホームページでの情報発信は、外
部の方々へお知らせすることで、社内だ
けでなく、社会全体でのSDGsの取り組み
を活発にさせることを狙いとしています。
「一人の100歩より100人の1歩」を目
指し、SDGsに対する意識が向上し、目標
達成に近づけるよう、弊社ではこれから
もSDGsの取り組みと情報発信に努めて
まいります。

■あらゆる場所、形態の貧困を終わらせる
　本社に非常食（救缶島）を備えることで、世界の
飢餓救済の活動に賛同し救缶島プロジェクトに
活動参加中

■ISO規格を満たし、質の高い施工を目指す
　・ISO9001 「品質方針の策定」
　・ISO14001 「環境方針の策定」

■豊かな地域社会・環境作りを目指すために 
　世界一人一人の笑顔の時間を増やし、未来の
子供たちに1つでも多くの遺産を残すべく、すべての
事象を他事ではなく、自分の事として取り組みます

取り組み方針
取り組み方針

取り組み方針

取り組み方針

市では、将来にわたって活力ある地域社会の実現に向けた取り組みを推進する
ため、ＳＤＧｓ達成に資する経済、社会、環境の三側面をつなぐ統合的かつ先進

的な取り組みを「ＳＤＧｓ未来都市・自治体ＳＤＧｓモデル事業」として実施しております。
　具体的には、地元企業において資源を有効活用しながら、グリーンスローモビリティ
（時速20㎞未満で公道を走行する電動カート）を生産し、高齢者の買物や、通院の手段
などとして活用することで、日常生活の利便性の向上および外出機会を創出していく
循環型社会の形成を構築しております。
　なお、ＳＤＧｓモデル事業を実施している中で、さまざまな問題や課題が生じたことから、全体計画
の一部見直しを進めており、今後につきましては、引き続きグリーンスローモビリティの運行をしつつ、
ハイブリッド品を再利用する事業として石巻専修大学と地元企業の連携により、グリーンスローモビ
リティ以外の分野への技術転用へ向けた取り組みを進めてまいります。
　また、いしのまき圏域ＳＤＧｓパートナー制度につきましては、パートナーと本市、東松島市および
女川町がともに取り組む活動やイベントの開催を通して、ＳＤＧｓの推進に力を入れてまいります。
　本市では、これらの取り組みを今後も継続することで、持続可能な地域社会の発展に向けて、より
一層の効果が上がるものと期待しております。

本

取り組み方針

取り組み方針

SDGｓ実現に貢献することを宣言し、社屋外壁に
13の目標や方針を表記したパネル設置しています。


